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⼤学⼊試の英語攻略法	

⼤学⼊試にはまず⼤きく分けてセンター試験・私⼤⼊試があり、さらに私⼤⼊試は
各⼤学・学部で出題傾向が異なります。このテキストはセンター試験のような⻑⽂
重視の試験を前提としています。⼀部私⽴⼤学には当てはまらない場合があります
のでご注意ください。ただし、私⼤⼊試も多くは⻑⽂重視の出題傾向です。 

⼤学⼊試の英語は⻑⽂問題を得意にするのが必要不可⽋	
⼤⾨ 問題タイプ 問題数 配点 

1 発⾳・アクセント 7 14 
2 ⽂法（⽳埋め・並び替え） 16 44 
3 会話⽂・段落要約 8 41 
4 ⻑⽂読解(+図表 7 35 
5 ⻑⽂読解 5 30 
6 ⻑⽂読解 6 36 

 
この表は 2017年のセンター試験英語の配点表です。⾊分けしたように、⼤⾨ 4.5.6
が⻑⽂読解問題で、101/200と 51%を占めています。短めの⽂章問題である会話⽂・
段落要約の⼤⾨ 3を含めると 142/200と 72%にもなります。この 72%というのは
MARCHレベルの⼊り⼝に当たります。このことから、⼤学⼊試の英語を攻略する
上で⻑⽂読解を得意にするのは必要不可⽋です。 

なぜ⻑⽂問題が解けないのか	
当然ですが⻑⽂問題は難しいです。ここが苦⼿な⼦は⾮常に多いです。では⻑⽂問
題が解けないのはなぜか。理由は⼤きく分けて 2つあります。 
 

§ 理由 1：英⽂が読めないから（=内容が理解できない。） 
§ 理由 2：英⽂を読むスピードが遅すぎるから（=時間内に解き終わらない。） 

 
英⽂が読めないのは⽂法知識が⾜らないからで、読むスピードが遅いのは英⽂を読
み慣れていないからです。 
 
⽂法知識は参考書が溢れているので簡単に⾝につけられる、と思っている⼈が多い
ですが、逆に参考書が多すぎて何をやればよいのか⾒分けがつかなくなっている⼦
が多いです。 
 
さらに後者の問題は、何から読み始めればよいか分からず、いきなり過去問など⾃
分のレベルに合っていない難しすぎる⽂章に挑戦してしまい、英⽂に読み慣れる作
業が苦痛で続けることができず、途中で挫折してしまうため⼒が⾝につきません。 
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何を、どう勉強すればよいのか全てお教えします。	
⻄原塾で実際に⽤いられているカリキュラムをそのままお教えします。⽂法は何を
勉強すれば良いのか、⻑⽂を読む練習は何から初めて⾏けばよいのかなど、成績向
上に必要な情報を全てお教えします。私が⼩ 5から⼤学⼊学して英語を読めるよう
になるまでの約 11年の英語学習のうち、効果があったもののみを厳選して再構築し
た勉強法です。ちなみに、2017年度の⽣徒がセンター試験 30点から 198点にまで
成⻑した、実績のある勉強法です。 他にも、11⽉のセンター試験プレテストで 63
点だった⼦が 3⽉末には 141点取るまでに成⻑しています。 
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⻄原塾の英語勉強法の流れ	

ステップ 1： 
基礎⽂法をマスター(⻄原塾の英語テキスト) 

「品詞」や「五⽂型」など英⽂を読む上で理解しておくべき基本⽂法を 
『⻄原塾の英語テキスト』を使って短期間でマスター 

 
 
 

ステップ 2： 
簡単な英⽂を読み込む(⾳読パッケージ) 

ステップ 1で勉強した基本⽂法を、簡単な⻑⽂を読みながら復習する 
ここで英語への苦⼿意識「英語アレルギー」を取り除く 

 
 
 

ステップ 3： 
少しずつ英⽂の難易度を上げていく(速読英単語 ⼊⾨編) 

ステップ 2で基本⽂法を⾝に着けたら、少しずつ英⽂の難易度を上げていく 
※⼊⾨編は⾼校⼊試~センター試験のレベル 

 
 
 

ステップ 4： 
⼤学⼊試レベルの英⽂を読めるようにする(速読英単語 必修編) 

⼊⾨編を 2周終えたら、必修編に移ってステップ 2~3と同じように読んでいく。 
※必修編はセンター試験~MARCHのレベル 

 
 
 

ステップ 5： 
リスニング開始(⾳読パッケージ~速読英単語 ⼊⾨編~必修編) 

 ステップ 4までで⼤学⼊試レベルの英⽂を読めるようにしたら 
⾳読パッケージに戻りリスニングの訓練をする 

 
 

上のステップ 1~5の勉強の合間に(やらなくても良い)： 
細かい時間にも英語に触れることで、英語脳を⾝につける 

 携帯電話の設定を英語にする、洋書を読む、洋画を英語字幕で⾒るなどの⽅法で 
勉強時間以外にも英語に触れ続ける。 
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ステップ 1：基礎⽂法をマスター	

まずは英⽂を読むうえで必ず理解していないといけない基礎⽂法をおさえましょ
う。「⻄原塾の英語テキスト」に必要なすべての⽂法が載っています。テキストを
すべて覚えましょう。 

具体的な勉強⽅法	
1. テキストの内容を⾳読・黙読してとりあえず内容を暗記する 
2. 「名詞の定義は何?」「to不定詞は何詞になる?」など⽂法を⾃問⾃答する 

(⽳埋め問題を作ると良い) 
3. その単元の⽂法が⽤いられている短い⽂を品詞分解する 

(品詞分解については後述) 
4. これを単元ごとに繰り返す 

(いきなり「名詞」~「to不定詞」などとやらないこと) 

テキストは全ページ暗記+即答が最低ライン	
注意しないといけないのは、この⽂法テキストの理解度です。このテキストは「な
んとなく覚えている」「少し考えれば思い出せる」では全く⾜りません。このテキ
ストの内容は全ページ即答できるようになるのが最低ラインです。テキストを全て
覚えて、なおかつ瞬時に思い出せるまで読み続けましょう。 

⽂法は丸暗記ではなく、構造を理解すること	
【品詞】【五⽂型】は「こういうルールがある」としか⾔いようがないので丸暗記
でもいいですが、【to不定詞】【分詞】【接続詞・関係詞】は「なぜ xx詞になるの
か」を必ず理解しながら覚えてください。 

⽂法を覚えたら品詞分解で練習	
テキストに書かれていることを覚えたら、教科書や参考書の英⽂を覚えた⽂法で分
析しましょう。これを『品詞分解』と⾔います。品詞分解は英⽂を品詞ごとに分
け、最終的に第何⽂型の⽂なのかを確認する作業です。そして、その品詞分解の結
果から和訳を出します。巷ではスラッシュリーディングとも呼ばれています。 

英⽂を速く読む=品詞分解が速い	
英⽂を読むということは品詞分解するということです。英⽂を速く読む⼈はこの品
詞分解のスピードが速いのです。ステップ 1~4までで最終的には英⽂を⾒た瞬間に
品詞分解が終わり、第何⽂型かが分かるスピードを⽬指します。だからテキストは
全ページ暗記+即答が最低ラインなのです。 
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品詞分解しやすいおすすめの参考書	
品詞分解する英⽂は教科書や参考書なんでも良いですが、【品詞】【五⽂型】【to
不定詞】【分詞】【接続詞・関係詞】の基本⽂法が単元ごとに別れているものをお
すすめします。基本⽂法を⼀つずつ理解し、覚えていくためです。 慣れてきたら基
本⽂法が複数同時に使われている複雑な⽂に挑戦しましょう。 

テキストが覚えられない、理解できない場合は	
⻄原塾では、⽂法は⽳埋め問題、品詞分解は第⼀⽂型〜第五⽂型、to不定詞・分
詞・接続詞・関係詞それぞれ例⽂を品詞分解する確認テストをオリジナルで作って
⾏っています。テストを受けることで「どう勉強すれば良いのか」「具体的に何を
覚えればよいのか」が明確になり、勉強効率がぐんと上がります。今まで⼊塾した
⽣徒たちはみんな基礎⽂法をほとんど知らない⼦たちでしたが、全員テキストを覚
えてステップ 2以降に進んでいます。ここでつまずいてしまうと永遠に英語は読め
るようになりません。どうしてもテキストの⽂法を覚えられない場合は、1~2ヶ⽉
のみで構いませんので⼊塾をおすすめします。  
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ステップ 2：簡単な英⽂を読み込む	

ステップ 1の基本⽂法をだいたい即答できるレベルまで覚えられたら、次はその基
本⽂法を実際の英⽂を読みながら復習していきます。 

ステップ 2 の⽬標は英⽂に慣れること	
ステップ 2では「⾳読パッケージ」という本を使います。⾳読パッケージは、 
 

• 単語は⾼校⼊試~⼤学⼊試レベル(ただし、⾼校⼊試寄り)で英語をあまり勉強
してこなかった⼈でも⾒覚えのある単語が多い 

• ⽂法は【品詞】【五⽂型】【to不定詞】【分詞】【接続詞・関係詞】という
基本⽂法がまんべんなく使われている 

• 熟語などの特殊な⽂構造はあまり多くない 
 
というもので、基本⽂法を終了した⼈がそれらを復習しながら英語の⻑⽂を読む練
習をするのに⾮常に良い教材です。 
 
ステップ 1では基本⽂法を単元ごとに、1⽂ずつ品詞分解していたと思います。例
えば「to不定詞」の単元であれば to不定詞が使われた⽂章を 1⽂ずつ品詞分解して
いたと思います。まずは各基本⽂法 1つずつに集中し、それぞれ理解してもらうた
めです。 
 
ですが、実際の英⽂では単元ごとの分類はなく、1⽂に複数の基本⽂法が使われて
いることが当然あります。 
 
⾳読パッケージは複数の基本⽂法が同時に出てくるので、実戦に近い⽂章を読むこ
とができます。しかも単語はそんなに難しくないので、いちいち単語訳を探す必要
がなく最初に読む⽂章としては最適です。 
 
⾳読パッケージを通じて、基本⽂法が実際の⻑⽂ではどのように出てくるのかを知
り、英⽂に慣れることがステップ 2の⽬標です。 
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ステップ 3 へ移る⽬安	
ステップ 2の⾳読パッケージは、全⽂を品詞分解して、和訳を出しましょう。和訳
を出すときの⼿順は、英⽂を品詞分解する→直訳(カタコト訳)を出す→それをきれ
いな⽇本語に変換する(和訳)です。 
 
もし知らない単語が出ていたら、辞書を使っても構いません。ただし、⾳読パッケ
ージ内の⽇本語訳を⾒ながらはダメです。まずはこれで 1周やりましょう。 
 
1題につき、10~15分程度で品詞分解・和訳が終わるようになったらステップ 3へ移
ってください。もし 1周ではそこまで出来なければ 2周、3週と繰り返してくださ
い。  
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ステップ 3：少しずつ英⽂の難易度を上げていく	

⾳読パッケージの⽂章を品詞分解できるようになったら、次は速読英単語 ⼊⾨編に
⼊ります。 
 
速読英単語は「⼊⾨編」「必修編」「上級編」があり、それぞれ「⾼校⼊試~センタ
ー試験レベル」「センター試験~MARCHレベル」「MARCH~早慶上智レベル」と
いう難易度になっています。 
 
いきなり過去問に移ると難易度が⾼すぎて読むのに疲れてしまいます。そうなると
毎⽇続かず、挫折してしまうので少しずつ段々と難易度を上げていきます。 

やることはステップ 2 と同じです	
ステップ 3はステップ 2とやることは同じです。ただ使う題材が変わっただけで
す。 
 
英⽂を品詞分解し、和訳を出す。途中わからない単語があれば辞書を使って構いま
せん。ただし、速読英単語内の⽇本語訳を⾒ながら品詞分解するのはダメです。 
 
これを最低でも 2周はやりましょう。 

速読英単語は単語の勉強も兼ねています	
速読英単語のレベルは「⾼校⼊試~センター試験レベル」です。品詞分解できるだけ
の基本⽂法を⾝に着けておくことは当然必要ですが、それだけではなく、単語も覚
えていきましょう。⼊⾨編は知らない単語があってはいけないレベルです。段々と
辞書無しで全⽂を品詞分解できるようにしましょう。 
 
といっても特別に単語の勉強をする必要はありません。⼊⾨編は最低でも 2周⾏い
ますが、同じ⽂を読むと「この単語前にも⾒たな(調べたな)」と⾒覚えのある単語
が増えていきます。これが単語勉強になります。 

ステップ 4 へ移る⽬安	
まず最低でも 2周は全⽂を品詞分解して和訳を出しましょう。 
 
ステップ 4へ移る⽬安としては、 

• ⼊⾨編 1冊全体をだいたい辞書無しで品詞分解できる 
• 1題につき 10~15分程度で品詞分解が終わる 

 
の 2点がクリアできればステップ 4へ移る頃合いです。 
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ステップ 4：⼤学⼊試レベルの英⽂を読めるようにする	

次は速読英単語 必修編です。この時点でかなり英⽂が読めるようになったと思いま
す。 
 
今までの⽣徒を⾒ていて、「なんか読めるようになってきた!」と⾃信を持ち始める
のはこの段階からが多いです。 
 
その⾃信は過剰ではなく本物です。実際に段々と英語⼒が⾼まっています。⼤学⼊
試レベルまであと 1歩です。 

やることはいつもといっしょ。	
やることはステップ 3までと同じです。いつも通り全⽂を品詞分解し、和訳を出し
ましょう。ここでも速読英単語内の⽇本語訳を⾒ながら品詞分解するのはダメで
す。 
 
辞書は使って当然構いません。これを最低でも 2周⾏いましょう。 

必修編も単語の勉強を兼ねています	
⼊⾨編がそうだったように、必修編も単語の勉強を兼ねています。 
 
必修編もできれば知らない単語がないレベルにするべきですが、実際のところを⾔
うと、7~8割の単語が分かれば⼗分センター試験で 9割が取れるようになります。
私(塾⻑)がそのレベルです。 
 
必修編は「センター試験~MARCHレベル」ですが、早慶上智の試験も多くは⼊⾨編
~必修編の単語で形成されています。 
 
⼊⾨編~必修編の単語をマスターすれば早慶上智でも合格ラインに届きます。 
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ステップ 5 へ移る⽬安	
ステップ 3と同じく、まず最低でも 2周は全⽂を品詞分解して和訳を出しましょ
う。 
ステップ 5へ移る⽬安としては、 

• 必修編 1冊全体の内、7~8割は辞書無しで品詞分解できる 
• 1題につき 10~15分程度で品詞分解が終わる 

の 2点がクリアできればステップ 5へ移る頃合いです。 
 
ただし、ステップ 5に移っても毎⽇ステップ 4の必修編はやりましょう。英語は使
わなくなるとすぐに能⼒が下がっていきます。 
 
毎⽇ 1題ずつでもいいので必ず毎⽇読み続けましょう。 
 
また、必修編全体が辞書無しで読めて、しかも 1題につき 10~15分程度で読めるな
ら早慶上智も射程圏内です。 
 
次は「速読英単語 上級編」と「リンガメタリカ」をおすすめします。センター試験
やMARCH、早慶上智の過去問を解き始めても構いません。 
 
もちろん上の教材でも同じように全⽂を品詞分解して、和訳を出すというのを最低
2周ずつやりましょう。   
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ステップ 5：リスニング開始	

ステップ 5まで来たあなた。お疲れ様でした。よくがんばりましたね。 
 
もうセンター試験では 8割以上取れると思います。MARCHレベル以上の過去問も
かなり読めると思います。 
 
ここまでの英⽂読解⼒を⾝に着けた今こそリスニング勉強の始め時です。 

英⽂が聞き取れるのはなぜなのか？	
まずは【英⽂が聞き取れる⼈は、なぜ英⽂を聞き取れているのか】を知る必要があ
ります。 
 
答えは明快です。英⽂を聞きながら、品詞分解をして和訳を出す作業が並⾏してで
きているからです。 
 
もちろん単語が聞き取れる(発⾳)、単語の意味を知っている(単語訳)必要はあります
が、それ以前に英⽂構造を良く理解し、聞きながら品詞分解していけるようになる
必要があります。 
 
ここまで来ているならもうわかると思いますが、「第四⽂型」と「第五⽂型」の判
別や、「to不定詞」「分詞」「接続詞・関係詞」など判別が必要な⽂法が英語には
あります。 
 
「あっ、この形はきっと第五⽂型だな」「この使い⽅は形容詞的⽤法だな」と素早
く判断する⼒がリスニングには必要です。 
 
ここまで⾳読パッケージ、速読英単語 ⼊⾨編、必修編と読み続けて、段々と深く考
えなくてもこれらの判別ができるようになっていると思います。 
 
この⼒がリスニングには必要不可⽋なのです。 
 
だからここまでひたすら英⽂を品詞分解して、和訳するという作業をこなしてきた
わけです。 
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どういう勉強法なのか	
リスニングはステップ 4までと違い、8段階に分かれています。⾯倒ですが、リス
ニングの基本となる勉強法のうち、 

• ディクテーション 
(聞いた英⽂を書き取る) 

• リピーティング 
(聞いた英⽂を繰り返す) 

• シャドーイング 
(聞いた英⽂をリピーティングより早いタイミングで繰り返す[輪唱に近い]) 

• ⾳読 
の 4つの⽅法を組み合わせています。この 4つの⽅法は有名なリスニング勉強法
で、どれか 1つでも⼗分効果があります。それをすべて組み合わせた、とにかく確
実にリスニング⼒を上げる勉強法になっています。 

リスニング勉強に合った教材(⾳源)	
リスニング⽤教材を選ぶときには 3つのポイントがあります。 

1. 台本がついてくること 
 

2. 内容が⼀気に全部流れるものと、1⽂や 1段落ごとに⼀時停⽌するポーズ付
きの 2種類があること 
(ポーズ付きがなければ、⾃分で⼀時停⽌しても OK) 
 

3. ⽂法的・内容的に難しすぎる内容でないこと 
(台本を品詞分解して和訳が出せるレベルであること) 

使う教材の流れ	
1. ⾳読パッケージ 

 
2. 速読英単語 ⼊⾨編 

 
3. 速読英単語 必修編 

 
4. 速読英単語 上級編 

 
5. リンガメタリカ 

の順に進めていくと難易度的にはちょうどよいです。ただし、センター試験であれ
ば 3の必修編までで⼗分。4以降はお好みで。 
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リスニング勉強の実際の流れ	
1. まず何も⾒ないで、⾳源を流して聞き取れた内容をどんどん書きなぐってい
く。英⽂でも単語だけでも OK。聞き取れたものをどんどん書き留めていく
こと。これを聞き取れる内容がなくなるまで続ける。⾳源は全⽂が⼀気に流
れるものを、途中で⽌めずに通しで流す。 

 
2. 次に⾳源の台本をステップ 2~4の要領で品詞分解して和訳を出す。 

 
3. 和訳を出したら、この⽂章を【1】の⽅法でもう⼀回聞く。この時に台本や⾃
分の和訳を⾒ないこと。ここで⾳源の英⽂が⾶び⾶びの単語ごとではなく、
英⽂として聞き取れて、和訳まで瞬間的に出るなら OK。そのまま数回聞き
続けたあとに他の⽂章に移る。 

 
もし【3】で⾳源だけでは英⽂として聞き取れない、単語しか聞き取れないなら
【4】以降を⾏うこと。 
 

4. 今度は台本を⾒ながら⾳源を聞いて⾳読・黙読をする。どちらでも良いが⾳
読のほうが効果がある。⾳読は発⾳を気にする必要はない。⾳源の真似をす
る程度で OK。 

 
⾳読・黙読に慣れてきて、「そろそろ聞き取れそう」と感じるようになったら【3】
をもう⼀度⾏う。 
 
もしまだ聞き取れない場合は【5】に進む。 
 

5. また【1】に戻って⾳源を聞き直す。ただし、今回は 1⽂ごとや 1段落ごとな
どで⽌めながら聞いて良い。ポーズ付きの⾳源が有るならポーズ付きの⽅を
使っても良い。特に聞き取れない部分があるならそこを重点的に聞いても良
い。 

 
6. 台本を⾒ながら⾳源を聞いて、再び⾳読・黙読をする。ここでも 1⽂ごとや

1段落ごとなどで⽌めながら聞いて良い。ポーズ付きの⾳源が有るならポー
ズ付きの⽅を使っても良い。 

 
7. 次に台本を⾒ないで、⾳源を聞きながら⾳読・黙読をする。1⽂ごとや 1段
落ごとなどで⽌めながら聞いて良い。ポーズ付きの⾳源が有るならポーズ付
きの⽅を使っても良い。 

 
8. 最後にもう⼀度【1】に戻って聞き取れるようになっているか確認する。まだ
聞き取れない場合は【4】以降を繰り返す。 
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リスニング勉強に使える⾳源	
前ページの⽅法と並⾏して、海外の有名⼈のスピーチや洋画を⾒るのも良いです。
ログミー: http://logmi.jp/category/goodspeach などのサイトで興味のあるやつを探してみる
といいかもしれません。ただし、⽇本語字幕の無いやつ限定です。 
 
YouTubeの⼀部の動画には字幕⾃動⽣成機能がついているものがあります。これを
使うと字幕のない動画にも⾃動で字幕を⾜してくれます。 
 
他にも洋画を英語⾳声・英語字幕で⾒るのもおすすめです。 
 
ここまで来ると息抜きとして映画を⾒ることすら英語の勉強につながります。 
 
ここまで頑張ってきたご褒美です。お疲れ様でした。 
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ステップ 1~5の合間に：細かい時間にも英語に触れることで英語脳
を⾝につける	

当たり前の話ですが、使えば使うほど、読めば読むほど、聞けば聞くほど英語に慣
れることができます。 
 
英語に慣れることのメリットは、慣れることで「さぁ、英語を読もう」という覚悟
が不要になり、その分体⼒や集中⼒を温存できることです。 
 
普段意識していないかもしれませんが、英語が苦⼿な⼈は英語を読む時に⼼の何処
かで「英語読むのか…」「⾯倒だなぁ」など精神的に負担になっているはずです。
これが「英語アレルギー」です。 
 
この精神的負担(英語アレルギー)はあなたの体⼒を削ぎ、そして集中⼒を削ぎま
す。 
 
過去問を⾒たことがある⼈なら、⻑⽂問題を⾒た時に「うわっ⻑っ」と思ったこと
があると思います。それが精神的負担です。 
 
⼈の体⼒・集中⼒には限りがあります。 
 
ただでさえ英⽂を品詞分解して和訳を出すことに体⼒・集中⼒を使うのですから、
せめて英語を読むということに対してくらい気楽になれたほうが良いに決まってい
ます。 
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英語に慣れる具体的な⽅法	
とにかく英語を読む・聞く・話すをすればなんでも良いのですが、過去に私や⽣徒
たちが実際にしてきた⽅法をご紹介します。 
 

• 携帯電話の⾔語設定を英語にする 
• 洋書を読む(オックスフォードブックワームがおすすめ) 
• 海外の幼児向けアニメを英語⾳声・英語字幕で⾒る 
• 洋画を英語⾳声・英語字幕で⾒る 
• YouTubeで海外の有名⼈のスピーチやインタビューを⾒る 

 
こうした⽅法で英語に対する抵抗を減らしています。コツは「1⽇中英語を⽬にす
る・⽿にするにはどうしたらよいか」を考えることです。ステップ 1~5でも英語に
慣れることは⼗分可能ですが、ここの⽅法を休憩時間や通学中などの細かい時間に
取り⼊れることでより速く英語に慣れることができます。 
 
ただし、あくまでも休憩時間や、空き時間に⾏ってください。すべて「気楽に」や
るのが続ける秘訣です。 
 
肩の⼒を抜いてやりましょう。少しでもストレスを感じるならやる必要はありませ
ん。  
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よくある質問 1	

Q：単語や熟語の勉強は要らないのですか？	
A：基本不要です。⾳読パッケージ・⼊⾨編・必修編の単語・熟語が全て分かれ
ば、センター試験からMARCHの合格ラインまで単語に困ることはほぼありませ
ん。何周もして全てを覚えましょう。早慶上智を⽬指す⼈はステップ 4まで完全に
終わってから、単語の勉強を始めても構いません。が、単語帳を回すよりは速読英
単語 上級編やリンガメタリカを何周もしたほうが⻑⽂読解⼒も⾼められて⼀⽯⼆⿃
で効率的です。どうしても単語だけを勉強したいなら、おすすめは【単語王】で
す。 

Q：英⽂法テキストが覚えられません	
A：学校の先⽣や予備校・塾の先⽣に解説をしてもらい、可能なら練習問題を作っ
てもらいましょう。もし頼める⼈がいない場合は⻄原塾への⼊塾を強くおすすめし
ます。週のコマ数にもよりますが、⽂法のみであれば 1~2ヶ⽉程度で済みます。ス
テップ 1にも書きましたが、この基本⽂法なしでは英語は絶対に読めるようにはな
りません。基本⽂法だけは確実にマスターしましょう。  

Q：⻑⽂を読むときは速読する必要ありますか？	
A：ありません。⾃分のペースで読みましょう。最初は遅いですが、何回（何冊）
も読んでいくうちに⾃然と速くなります。これが『慣れ』です。「速く読もう」と
意識する必要はありません。 

Q：⻑⽂中にどうしても分からない構造があります	
A：学校の先⽣や予備校・塾の先⽣に解説をお願いしましょう。分からない所は必
ず分かる⼈に聞いて、放置しないでください。 

Q：⽇本語訳を⾒ながら品詞分解してはいけないのですか？	
A：絶対にしないでください。英語の和訳は、英⽂を品詞分解する→直訳(カタコト
訳)を出す→それをきれいな⽇本語に変換する(和訳)の順に進めていきます。本来⽇
本語訳は 1番最後に出てこなければなりません。⽇本語訳を⾒ながらだと、単語の
訳から英⽂全体の訳を推測する誤った⽅法が抜けず、いつまでも品詞分解ができる
ようになりません。 

Q：この勉強法はどの試験にも通⽤するのですか？	
A：センター試験を始めとする、⻑⽂問題重視の試験のみです。⽇本⼤学など、⼀
部私⼤で⽤いられる、単語・熟語などの⽂法重視の試験には相性が悪いです。英検
とも相性は良くないです。必ず過去問で出題傾向を確認してください。 
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よくある質問 2	

Q：センター試験の点数が上がりません	
A：⾮常に良い英語⼒を⾝に着けていますので安⼼してください。ステップ 4まで
では時間内に英⽂を読む訓練、つまり、意識して英⽂を速く読む訓練はしていませ
ん。実際の試験では、普段以上に速く正確に読むことを求められますので最初は点
数が低い状態が続きます。あたりまえの状態ですので気にしないでください。変わ
らずに必修編を毎⽇読む、センター試験を解き続けてください。段々と点数が上が
っていきます。 

Q：並び替え問題が解けません	
A：おすすめの勉強法は、作⽂を書くことです。⾳読パッケージ・⼊⾨編・必修
編・洋書など題材はなんでも良いので感想⽂または要約⽂を書くことをおすすめし
ます。⾃分で英⽂を書くことで五⽂型や to不定詞の⽤法、関係詞の働き、「前置詞
+名詞=前置詞句」など多くの基本的な⽂法を⾝につけることが出来ます。センター
試験の並び替え問題は受験英語と呼ばれるような特殊な⽂法ではなく、英⽂を作る
上で基礎となる⽂法が問われているのがほとんどです。その⽂法をまとめたのが
「⻄原塾の英語テキスト」なので、このテキストを⽚⼿に英作⽂をしまくってくだ
さい。また、作⽂を書いたあとは必ず学校の先⽣や予備校・塾の先⽣に添削をお願
いしてください。 

Q：早慶上智レベルの私⼤を受けるのですが？	
A：まずはステップ 4まで完璧にしましょう。⾳読パッケージ・⼊⾨編・必修編で
使われている単語・熟語に知らないものがあってはいけません。この時点で⼈によ
っては早慶上智の英語が読めるようになっています。必修編まで完璧にこなした
ら、センター試験の過去問→MARCHの過去問→早慶上智の過去問の順で解きまし
ょう。それぞれ正解率が 9割に達したら次に移って構いません。 

Q：短期間で英語⼒を上げたいのですが？	
A：この勉強法はもともと最⼩限の暗記+⻑⽂読み込みというシンプルな構成で組ま
れているので⼀部を省く事はできません。ただ、この勉強法全体の流れを⾼速で⾏
うことは可能です。2016年度の⽣徒にはこの勉強法を⾏い、4⽇でセンター試験 72
点から東洋⼤学 ⽂学部に合格した⼦がいました。東洋⼤学はだいたいセンター試験
6~7割程度と⾔われています。その時は 1⽇ 12時間、私がつきっきりで指導しまし
た。2017年度の⽣徒には、8ヶ⽉でセンター試験 30点から 198点にまで成⻑した
⼦、11⽉のセンター試験プレテストで 63点だったところから 3⽉末には 141点取る
までに成⻑した⼦がいます。  
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洋書を読む時の⼼得 

ステップ 1~5まで以外に洋書を読みたい⼈や、並び替え問題対策で洋書を読みたい
⼈向けに洋書を読む時に気をつけるべき点を説明しておきます。 

⼼得１：辞書は使わないこと。	
→ステップ 2~4 では辞書 OK でしたが、洋書では使わないでください。わか
らない単語がある度に辞書を⾒ていては１冊読み終えるのに途⽅も無い時間
がかかります。その時点で「気楽に読む」という⽬的が果たせないので、辞
書は使わずに読みましょう。 

⼼得２：読めない単語・熟語は意味を推測しつつ⾶ばすこと。 
→本全体のあらすじが分かれば良いです。細かい部分は前後の話の流れから
⼤体の意味は推測できるはずです。分からない単語が多すぎて話の内容すら
追えない場合は難し過ぎる本を選んでいます。⾒栄をはらずに 1 レベル下げ
ましょう。 

⼼得３：”they”や”it”など、指⽰語が指すものを把握すること。  
→”they”や”it”を「彼ら」「それ」と訳してはいけません。その「彼ら」や
「それ」が『⼀体何なのか』まで内容を読み取りましょう。 

⼼得４：本の内容を絵にして頭のなかで描きながら読むこと。 
→ただ⽂字を追っているだけでは内容は頭に⼊りません。誰が何をしている
のか、どんな場所にいるのかなど頭の中で絵を描くことで内容が理解しやす
くなります。 

⼼得５：読んでいる本がつまらないなら読むのをやめること。 
→本来読書は好きな本を読むものです。今回は英語の勉強のために半強制的
に読んでもらっていますが、その中でもできるだけ⾃分が読みたいと思う本
を読んでください。  

⼼得６：内容が６〜７割分かるまで何度でも読むこと 
→読書は読むことが⽬的ではありません。内容を『理解すること』が⽬標で
す。なので内容が理解できなければ２回でも３回でも読んでください。逆に
だいたいのあらすじが分かったのであれば１回しか読まなくても構いませ
ん。「１回読んだんですけど分かんなかったんですよね〜」は読んでいない
のと同じです。 
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要約⽂・感想⽂を書く時の⼼得 

⼼得１：要約⽂・感想⽂を書くときは本を⾒ないこと	
→要約⽂・感想⽂ともに書く前に本の内容を頭に⼊れておきましょう。全部
⼊れる必要はなく、あらすじで構いません。頭に残っている内容を英語で書
いてください。頭に残っているくらいが要約⽂にはちょうどいいです。 

⼼得２：本の⽂章をそのまま使わないこと。	
→本⽂を書き抜いてはいけません。巷では「コピペ」と⾔いますが、絶対に
しないでください。本⽂から単語を減らしたり、⼀部を変えてもダメです。
英語勉強の最初に⾏った英⽂法テキストを⾒たり、思い出しながら⾃分で英
⽂を作ることに意味があります。本⽂から使うのは単語程度にしましょう。
ちなみに、塾⻑がいた⼤学ではこれを破ると退学処分になりました。 

⼼得３：辞書は使わないこと。	
→書きたい表現がある・・・でも単語がわからない・・・そんな時は『似た
意味』『同じ系統の意味』を持つ単語を使いましょう。単語だけでなく⽂章
も、⾔いたいことが英語で書けなければ似た⽅向性の意味を持ち⾃分で書け
る英⽂にしましょう。 

⼼得４：⾃分が１００％使いこなせる単語・⽂法のみ使うこと	
→要約⽂・感想⽂で求めているのは本の内容や感想を『採点者に伝えるこ
と』です。難しい単語や複雑な⽂法を使った結果⽀離滅裂になってしまって
は本末転倒です。また、難しい単語を使おうと簡単な単語を使おうとミスは
減点対象です。「難しい単語を使ったから・・・」と⽢く⾒たりはしませ
ん。だったら簡単な単語を使ったほうが安全でしょう。 

⼼得５：なるべくテキスト上の⽂法に挑戦すること	
→難しい単語や⽂法を使う必要はありませんが、いつまでも⾃分が１００％
使える⽂だけでは進歩がありません。授業で渡したテキストに載っている⽂
法はぜひ使ってみてください。今読めない・いまいち分かっていない⽂法で
も書いてみると構造が分かったりするものです。辞書は禁⽌ですがテキスト
はどんどん⾒て構いません。 

⼼得６：感想⽂は意⾒→理由→例→結論の順に書くこと	
→この順番がオーソドックスな感想⽂の形です。感想⽂の他にも『あなたは
どう思いますか？』系の意⾒を問う作⽂でもこの形式を使ってください。要
約⽂にはあてはめなくて結構です。 
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連絡先・⻄原塾の住所	

塾名 西原塾 
塾長 西原陽介 

所在地 〒343-0045 
埼玉県越谷市下間久里 551-14 

電話番号 070-4033-5879（塾長携帯） 
メールアドレス nishiharajuku@gmail.com 
ホームページ http://nishiharajuku.com/wp/ 
Facebook http://www.facebook.com/nishiharajuku 
Twitter https://twitter.com/nishiharajuku 

LINE http://line.me/ti/p/%40xbg7770t 

従業員数 1 名 

事業内容 小中学生への英語・国語・社会科目指導 
高校生・既卒生への英語・国語・社会科目指導 

 

教室へのアクセス	
東武伊勢崎線(スカイツリーライン)大袋駅・せんげん台駅から徒歩約 17 分です。 
ローソン 越谷下間久里仲田店の真後ろにあります。 
茨城急行自動車通称「茨急バス」の「下間久里停留所」から徒歩 1分です。 
 

お気軽にお問い合わせください 
ご不明な点はお気軽にお問い合わせください。 
また、お子さんに合わせた指導時間やカリキュラムなど柔軟に対応いたします。 
お電話・メール・Facebook・Twitter・LINE などご用意しておりますのでお気軽にお問い合わ
せくださいませ。 
 


